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清掃事業は･･･清掃事業は･･･清掃事業は･･･

足立区

2
0
2
1
年
度
の
足
立
区
清

掃
事
業
作
業
計
画
の
稼
働
は
、

小
プ
（
週
前
半
59
台
）（
週
後
半

46
台
）
新
大
（
5
台
）
小
特
（
2

台
）
小
ダ
（
1
台
）
新
小
ダ
（
3

台
）
軽
小
（
3
台
）
軽
小
ダ
（
週

前
半
20
台
）（
週
後
半
21
台
）
と

な
り
、
直
営
は
小
プ
8
台
、
軽

小
・
軽
小
ダ
で
10
台
稼
働
と
な

り
ま
す
。
可
燃
ご
み
は
週
3
回

収
集
を
行
い
、
不
燃
ご
み
に
つ

い
て
は
、
月
2
回
の
全
域
区
集

で
行
っ
て
い
ま
す
。
資
源
回
収

は
週
1
回
（
一
部
食
品
ト
レ
イ

回
収
）
を
行
い
、
粗
大
ご
み
回

収
と
共
に
委
託
で
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
戸
別
訪
問
収
集
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。

区区
民民
にに
対対
すす
るる公公

平平
性性
をを

足
立
区
で
は
、
現
在
69
万
人

と
年
々
人
口
増
加
を
し
て
お

り
、
外
国
籍
の
方
も
3
万
3
千

人
と
増
加
を
し
て
い
ま
す
。
資

源
化
が
進
め
ら
れ
る
中
、
主
に

外
国
籍
の
方
は
ま
だ
ま
だ
排
出

ル
ー
ル
を
理
解
し
て
い
な
い
た

め
、
き
め
細
や
か
な
指
導
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
々
、
直

営
収
集
エ
リ
ア
で
は
、
指
導
を

行
え
ま
す
が
、
車
付
エ
リ
ア
で

は
指
導
が
行
え
ず
、
差
が
生
じ

公
平
性
を
欠
い
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
自
然
災
害
が
多

発
し
、我
々
、清
掃
職
員
は
積
極

的
に
災
害
地
に
赴
き
、
復
興
支

援
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、
清
掃
事
業
が
完
全
委
託

化
さ
れ
た
市
町
村
で
は
、
自
然

災
害
に
全
く
対
応
出
来
ず
災
害

支
援
頼
み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今今
、、
直直
ぐぐ
にに
でで
もも

新新
規規
採採
用用
をを

職
場
で
は
、高
齢
化
が
進
み
、

病
気
や
怪
我
に
よ
る
病
欠
者
も

増
え
て
来
て
い
ま
す
。
高
齢
化

対
策
と
し
て
若
年
労
働
力
の
供

給
と
称
し
導
入
し
た
派
遣
職
員

で
す
が
、
人
手
不
足
か
ら
若
い

派
遣
職
員
が
集
ま
り
に
く
く
、

応
募
し
て
も
直
ぐ
に
辞
め
て
し

ま
う
な
ど
、
職
員
の
負
担
と
な

っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
我
々
直

営
の
必
要
性
と
重
要
性
を
再
三

訴
え
て
来
ま
し
た
が
、
足
立
区

で
は
、
退
職
不
補
充
方
針
か
ら

一
切
新
規
採
用
を
行
わ
ず
、
会

計
年
度
任
用
職
員
と
派
遣
職
員

で
補
っ
て
い
ま
す
。
職
員
の
平

均
年
齢
も
50
歳
中
盤
と
な
っ
て

き
て
お
り
、今
、直
ぐ
に
で
も
新

規
採
用
を
し
、
培
っ
て
き
た
技

能
と
経
験
を
継
承
し
な
け
れ
ば

清
掃
事
業
の
継
続
は
困
難
で
す
。

今
年
度
も
当
局
に
対
し
新
規
採

用
を
強
く
求
め
、
清
掃
事
業
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
支
部
で
は
、
最
重
要
課

題
と
し
て
、「
み
ん
な
が
健
康

で
働
き
続
け
て
行
け
る
職
場
づ

く
り
」
を
掲
げ
、
今
以
上
の
健

康
被
害
に
繋
が
る
よ
う
な
労
働

強
化
は
断
固
認
め
ず
、
再
任
用

職
員
の
軽
労
働
職
域
確
保
と
高

齢
化
対
策
と
し
て
作
業
軽
減
の

要
請
と
怪
我
や
病
気
等
に
よ
る

現
場
復
帰
が
困
難
な
職
員
の
職

域
確
保
を
足
立
支
部
一
丸
と
な

っ
て
強
く
求
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
足
立
区
担
当
中
執

青
木

治
雄
）

▲職場での飛沫防止対策

みんなが健康で
働き続けて行ける
職場づくりを追求

▲熱中症対策のファン付作業着

第
23
回
清
掃
・
人
権
交
流
会

総
会
が
8
月
7
日
（
土
）
17
時

30
分
か
ら
Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
清
掃
・
人
権

交
流
会
は
1
9
9
8
年
に
結

成
、
以
来
23
年
間
に
わ
た
り
、

公
務
員
だ
け
で
は
な
く
、
と
も

に
働
く
下
請
関
連
労
働
者
の
仲

間
た
ち
も
含
め
、
自
主
的
交
流

組
織
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

と
向
き
合
い
活
動
を
続
け
て
き

て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
感
染
者
や
医
療
従
事
者
、

さ
ら
に
は
そ
の
家
族
が
差
別
を

受
け
る
な
ど
、
悲
し
い

出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
差
別
社

会
を
跳
ね
返
し
、
差
別

の
な
い
明
る
い
職
場
・

明
る
い
社
会
を
創
り
出

す
た
め
に
、
組
織
の
若

返
り
と
会
員
拡
大
に
努

め
な
が
ら
運
動
を
発
展

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
、
清
掃
事

業
に
従
事
す
る
す
べ
て
の
仲
間

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

と
清
掃
・
人
権
交
流
会
へ
の
加

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
岡
崎

広
）

活
動
方
針
を
確
立

あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃
に
む
け
闘
お
う

▲あらゆる差別を許さないぞ

自
治
労
現
業
評
議
会
は
8
月

22
日（
日
）2
0
2
2
―
23
年
度

総
会
を
ウ
エ
ブ
で
開
催
し
、
現

業
職
場
が
抱
え
る
政
策
的
課
題

や
今
後
の
働
き
方
な
ど
に
つ
い

て
議
論
。
わ
が
組
合
か
ら
は
現

評
清
掃
部
会
役
員
を
中
心
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

議
事
の
質
疑
は
5
本
あ
り
ま

し
た
が
、「
全
て
の
単
組
・
組

合
員
が
結
集
す
る
統
一
闘
争
の

構
築
を
」
と
小
迫
事
務
局
長
か

ら
一
括
し
て
答
弁
が
さ
れ
、
経

過
報
告
お
よ
び
活
動
方
針（
案
）

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

現
業
労
働
者
の
置
か
れ
て
い

る
厳
し
い
状
況
が
あ
り
な
が
ら

も
、
こ
の
間
、
現
評
が
訴
え
て

き
た
新
規
採
用
等
が
全
国
的
に

も
確
実
に
広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
引
続
き
、
現
業
統
一
闘
争

な
ど
に
東
京
清
掃
全
組
合
員
が

結
集
し
、
自
治
労
の
運
動
を
拡

大
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
役
員
人
事
で
、
長
年

に
わ
た
り
、
現
評
運
動
の
先
頭

に
た
っ
て
ご
尽
力
さ
れ
て
き
た

藤
本
議
長
（
大
阪
）
が
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
長
い
間
ご
指
導
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
小
迫
新
現
評
議
長
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
渡
辺

歩
）

全組合員の笑顔の
実現にむけて

▲新事務局長の岡崎氏
（墨田支部）

現
評
議
長
に
は
小
迫
氏（
広
島
・
右
）

新
現
業
局
長
に
吉
村
氏（
大
阪
・
左
）

▲活気に満ち溢れた現業職場の確立を
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